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質
疑
項
目

１．�「神戸市消防力整備指針」の早急
な充足を

２．コロナ禍での救急搬送について
３．�航空機動隊庁舎、不等沈下対策
経費について

でも外部委託するとしています。松本議
員は「市から受託事業者へ直接業務の指
揮・命令をおこなうことは偽装請負とな
る。また、戸籍や住民基本台帳、国保や
介護保険後期高齢者の保険料の減免、届
け出の受理・不受理などは、専門的知識
や経験が必要な部署であるため、外部委
託はやめるべき」と厳しく質しました。

答弁ダイジェスト
　松本議員：管理者と管理者ではない民
間の職員との給料体系はどうなっている
のか。

　久安副局長：受託事業者の給与額や処
遇面は、私どもは指示できない。
　松本議員：給料に差がなければ「名ば
かり管理職」だ。きちんと把握をする必
要がある。また、個人情報の管理を任せ
ることは、漏洩等の問題が生じる危険が
高いのではないのか。
　久安副局長：個人情報などの遵守を義
務づけている。違反があった場合、契約
解除や損害賠償請求をおこなう。
　松本議員：公務員の場合は懲戒処分や
刑事罰など本当に厳しい。それに比べ、
研修する程度で軽い罰則だと市民は安心
できない。外部委託は検討し直すべき
だ。

（２面につづく）

　神戸市は兵庫区役所と北区の北神事務
所の市民課だけでなく、さらに今年の４
月からは、社会保障の根幹や権利の証明
に関する保険年金医療課の重要な業務ま

　神戸市では２月に入ってコロナ陽性者
は３人に１人が救急車を呼んでも搬送さ
れないという事態になり、また、高齢者
施設では施設の医師が救急搬送を依頼し
ても、施設に留め置かれる事例もでてい
ます。搬送困難に直面する現場からも受
け入れ病院を増やすよう声をあげること
が必要で、現状はこれまでのコロナ禍で
の教訓がいかされていません。
　自然災害やコロナ感染拡大など、いざ
というときに頼りになる消防局に対する
要望は大きくなっています。この間、消
防署の建て替えや、救急車、消防車の施

設面では一定整備されてきましたが、神
戸市の立てた目標である、消防力の整備
指針によると、消防・救急隊員の充足率
は89％、全体で134人足りていません。
今井議員は、「現場にかけつける隊員の
疲労はピークになりつつある。余裕ある
人的配置が必要だ」と２年間の厳しいコ
ロナ対応をされている消防・救急隊員の
状況を改善させるためにもさらなる増員
を強く求めました。

答弁ダイジェスト
　鍵本局長：救急隊は負担が大きい。消

　久元市長は予算に関する提案説明で
「地球温暖化対策には強い決意をもって
取り組んでいなかなければなりません」
と表明しました。COP26でも、2030年
までの取り組みが非常に大事だとして
「勝負の10年」と日本政府も位置づけて

います。しかし、神戸市のエネルギー政
策は水素任せで、再生可能エネルギーは
ブルーカーボンの推進だけです。味口議
員は「2030年までに脱炭素社会へ転換す
る決意が感じられない」と指摘し、持続
可能な神戸経済の発展を考え、省エネや
再生可能エネルギーで雇用創出するなど
地域活性化につながる戦略を求めまし
た。

防署をあげて、過労にならないよう、管
理をしていきたい。
　今井議員：できるだけはやく、足りな
い人員を充足すべきだ。

質問する今井まさこ議員

命と財産を守るため
余裕ある人員配置を早急に
消防局審査で今井議員

２月28日

予算特別委員会審査から
１．区役所の外部委託について
２．会計年度職員の在り方ついて
３．行財政改革2025について
４．公共施設等総合管理計画について

質
疑
項
目

１．�脱炭素社会をめざしたエネルギ
ー政策の推進について

２．�王子公園・王子動物園問題について

質
疑
項
目

質問する松本のり子議員

市民の個人情報守るため、
区役所の外部委託やめよ
行財政局審査で松本議員

２月28日

質問する味口としゆき議員

脱炭素社会への強い決意と
明確な目標示せ

企画調整局審査で味口議員

３月１日



することが必要だった。そこをやらない
でいたことが問題だ。子どもたちの命を
守るんだと、保育の継続を重点化すると
いうなら、しっかりと検査も求めていた
だきたい。
　山村局長：重点化は全市的な方針だ。
こども家庭局としては目の前にある課題
に対して今出来ることをしっかりやって
いく。
　朝倉議員：今まで人員を減らしてきた
から、検査体制も医療体制もひっ迫して
いる。ある園ではクラスターが連続する
中で、薬局で購入したキットで職員が毎
朝検査をしてから業務に入るという涙ぐ
ましい努力がされている。こういう現場
の状況をしっかりつかんでいるのか。
　山村局長：チームを組んで休日含む24

時間体制で陽性者が発生した園での対
応、それ以外での園での相談対応をして
いるので現場の状況はつかんでいる。
　朝倉議員：現場の人の話では、もっと
情報共有したいのに「だめだ」と言われ
ていると聞いた。情報をつかんでいると
言うなら具体的に対応してもっと支援を
強めていただきたい。

　現在、コロナウイルス感染により亡く
なる方が増えており、第５波を越え、第
４波に迫る勢いです。その中でも老人保
健施設、特別養護老人ホーム、グループ
ホームなどでの感染での死亡者が増えて
います。老健施設では医師が入院適用だ
といった患者が入院できない事例がでて

おり、命をまもるための方策を神戸市で
つくり、入院出来ないことがないよう対
応をするべきともとめても、健康局長は
「できることなら、やりたいが、現状で
はできない」と返答。森本議員は「もと
もとベッド数が圧倒的に足りていない。
それなのに国の地域医療構想でまだ急性
期病床を減らそうとしている。コロナ病
床は高度急性期と急性期が受け入れてい
る。今後を見越して急性期病床を確保す
べきだ」と質しました。

答弁ダイジェスト
　花田局長：（急性期病床を減らす地域
医療構想に）一自治体として意見をいう
のは難しい。新興感染症は中央市民だけ
では厳しいのはわかっているので、西市
民も第２種感染症の指定をとって対応す
る。
　森本議員：三つの市民病院だけでは厳
しい。これ以上、急性期を減らすことは
やめるべきだ。
　花田局長：国県のしめす方針で方向で
考えていかざるをえない。今回の経験を
踏まえて考えるのは国レベル。意見を申
し上げるのは厳しい。
　森本議員：消防局から急性期をへらし
ているので、救急が受け入れられない状
況も聞いている。病床削減をやめ、命を
まもる立場をとるべきだ。

　神戸市内の保育所ではこれまでコロナ
感染者が確認されると、すべての子ども
たちと職員を対象に積極的検査をして、
できる限り開所を続けてきましたが、１
月下旬から積極的検査を中止しました。
マスク着用が難しい子どもたち、密が避
けられない環境の保育所等では積極的検
査が常に行えるようにすべきです。朝倉
議員は、「子どもたちの命と育ち、保護
者の就労を保障している保育の継続を重
点化するなら、市として公的責任をきち
んと果たし、それに見合った感染症対
策、検査体制の強化をするべき」と強く
求めました。

答弁ダイジェスト
　朝倉議員：子どもたちの感染が拡大し
ていた第４波の終わり頃から体制を強化

年にはとても間に合わない。本格的にど
のように再生可能エネルギーを普及する
のか、省エネルギーにすすむのかという
ことを全面的に示すべきだ。

答弁ダイジェスト
　味口議員：水素スマートシティ構想の
パンフレットには、まだCO２削減目標
が26％であるCOP21のことを書いてい
る。今は50％、60％削減しなければ2050

年のカーボンニュートラル社会は実現で
きない。これでは脱炭素への決意が全く
見えない。
　辻局長：しっかり取り組んでいきたい。
　味口議員：化石燃料が原料である脱炭
素技術とは言えない水素頼みでは、2030

質
疑
項
目

１．コロナ対応について
２．待機児童解消について
３．�地域子育て支援センター廃止に
ついて

４．保育士処遇改善について

質問する朝倉えつ子議員

感染症対策、
検査体制の強化を！
こども家庭局審査で朝倉議員

３月１日

１．積極的PCR�検査の拡大について
２．�命を守るための保健所の施策に
ついて

３．�高齢者施設でのクラスター対策
について

４．地域医療計画の見直しについて
５．�北神三田地域の急性期医療の確
保について

質

疑

項

目

質問する森本真議員

市民の命を守る
感染症対策に転換を
健康局審査で森本議員

３月２日

ぜひご視聴ください

３月29日（火）13時30分頃から日時 市議会本会議場場所

森本真議員が一般質問 時間が前後する可能性があ
りますので、余裕をもって
ご覧ください

ご視聴は
こちらから


